
地域の話題・くらしの知識

 発明学会では、多業種にわたる企業が多数協賛
し、発明商品の実用化を強力に支援する「身近な
ヒント発明展」を開催しています。
毎年10月には、一次審査を通過した約100点の作品
が発明学会ビルの会場に展示され、企業による審
査投票と一般来場者の投票をもとに「発明学会大
賞」が選ばれます。
　今回、「発明学会大賞」に輝いたのは、大阪府在
住の片岡篤志さんの『ばねちょき』です。この発
明は、子供が安全に使えるハサミを目指して開発
されました。発明のきっかけは、片岡さんが家族
で外食した帰りの車内での会話でした。当時２歳
の娘さんがハサミを使おうとしたことから、子供
が安全に使用できるハサミの開発を模索し始めま
した。この時期の子供は手先が器用になり、大人
が使うハサミに興味を持ちやすいため、安全性が
求められます。
●着想から試作品完成までの期間：１日
　この発明のポイントは、以下の２点にあります。
 １．ブレード部分の構造

　ブレードはＵ字型をし
ており、一端は持ち手に
繋がり、もう一方は開放
されています。そのため、
強い力がかかるとブレー
ドがたわみ、万が一指を
挟んでも切れない構造に
なっています。

２．ハサミが常に閉じた状態になる仕組み
　支点部分に押しバネを設けることで、ハサミが
常に閉じた状態を保ちます。使用者がハサミを開
くには、指穴に正しく指を通し、しっかり広げる必
要があります。市販の幼児用ハサミの多くは開い
た状態が維持されるため、指穴の外側を握るだけ
でも切れてしまい、正しい使い方を身につけにく
いという課題がありました。『ばねちょき』は、使
用後に開いたまま放置されることがなく、安全性
が高い設計になっています。
　片岡さんは、発明の着想について「車内で妻と
話し始めてすぐに基本構造が思い浮かびました。
そして、帰宅後に明け方４時までＣＡＤでモデル
を作成し、それを３Ｄプリンターで試作品第１号と
して完成させました。わずか１日で基本構造が完

成したことに自分でも
驚きました」と振り返
ります。その後、改良
を重ね、現在の形に至
りました。
　片岡さんは、前職で
自動車の研究開発に携
わり、多様な技術に関
わってきました。発明
はゼロから生まれるの
ではなく、既存の要素
を新しい組み合わせで生み出されることが多いと
考えています。この経験が『ばねちょき』の発明
につながったようです。
●今後の展開
　現在の『ばねちょき』は、初めてハサミに触れ
る幼児向けとしており、特に紙を切ることで子供
の自立心や創作力を育むことを目的としています。
今後は、大人向けの『ばねちょき』の開発も検討
しており、ブレード部分をステンレス鋼にし、持ち
手をプラスチック樹脂で作成することで、障害を
持つ方や認知症の方でも安全に使用できるハサミ
を目指しています。
　現在、片岡さんは３Ｄプリンターで製作した『ば
ねちょき』の販売準備を進めると同時に、企業で
のアイデア採用も模索しています。発明学会も、
この取り組みを支援していきます。
◆「身近なヒント発明展」のお知らせ
　毎年７月10日が締め切りの「身近なヒント発明
展」では、どなたでもご参加いただけます。あな
たのアイデアを企業に審査してもらい、商品化を目
指しませんか？ぜひチャレンジしてみてください！

発明・アイデアに関するご相談、ご質問がある方は、（一社）発明学会迄お問い合わせください。
毎週火、木、土曜日午後、無料相談を行っています。

問合せ先（一社）発明学会ＹＨ係　〒 162-0055　東京都新宿区余丁町７―１　
ＴＥＬ　０３─５３６６─８８１１㈹　http://www.hatsumei.or.jp
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